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【年通号数】公開・登録公報2019-048
【出願番号】特願2019-116588(P2019-116588)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/12     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   72/04     １３６　
   Ｈ０４Ｗ   72/12     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月20日(2019.12.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置において無線通信ネットワークにおける制御情報を受信するための方法であ
って、前記方法は、
　物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアの少なくとも２つのセットから構成される拡張制
御領域を有するダウンリンク信号を受信すること（２０１０）であって、各ＰＲＢペアは
、オーバラップしていない物理レイヤービルディングブロックのグループから構成されて
いる、ことと、
　　　分散された拡張制御チャネルエレメント（ｅＣＣＥ）のそれぞれを形成するために
複数のＰＲＢペアからの物理レイヤービルディングブロックをアグリゲーションすること
によってＰＲＢペアの第１のセットから１つ以上の分散されたｅＣＣＥを形成すること（
２０２０）と、
　　　ＰＲＢペアの第２のセットにおける単一のＰＲＢペア内からの物理レイヤービルデ
ィングブロックからローカライズドされたｅＣＣＥのそれぞれが形成されるよう物理レイ
ヤービルディングブロックをアグリゲーションすることによって前記ＰＲＢペアの第２の
セットから１つ以上のローカライズドされたｅＣＣＥを形成すること（２０３０）と、
　　　前記分散されたｅＣＣＥから第１の制御チャネルメッセージの候補を形成するとも
に、前記ローカライズドされたｅＣＣＥから第２の制御チャネルメッセージの候補とのそ
れぞれを形成すること（２０５０）と、
　　　有効な制御チャネルメッセージをサーチするために前記第１および第２の制御チャ
ネルメッセージの候補のそれぞれをデコードすること（２０６０）とにより、
前記有効な制御チャネルメッセージのサーチを実行することと、を有し、
　前記物理レイヤービルディングブロックは拡張リソースエレメントグループ（ｅＲＥＧ
）であり、各ｅＲＥＧは８個または９個のリソースエレメントから構成されており、
　前記分散されたｅＣＣＥから前記第１の制御チャネルメッセージの候補を形成し、前記
ローカライズドされたｅＣＣＥから前記第２の制御チャネルメッセージの候補を形成する
こと（２０５０）は、前記拡張制御領域内での開始ｅＣＣＥ位置を決定することと、前記
開始ｅＣＣＥ位置に始まるｅＣＣＥからいくつかの制御チャネルメッセージの候補を形成
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することとを含み、前記開始ｅＣＣＥ位置を決定することと、前記いくつかの制御チャネ
ルメッセージの候補を形成することとは、前記分散されたｅＣＣＥと前記ローカライズド
されたｅＣＣＥとのそれぞれについて、独立に実行されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１の制御チャネルメッセージの候補を形成すること（２０２０）は、２つ以上の
前記分散されたｅＣＣＥをアグリゲーションすることによって前記制御チャネルメッセー
ジの候補の少なくともいくつかを形成することを含み、前記第２の制御チャネルメッセー
ジの候補を形成すること（２０３０）は、２つ以上の前記ローカライズドされたｅＣＣＥ
をアグリゲーションすることによって前記制御チャネルメッセージの候補の少なくともい
くつかを形成することを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＰＲＢペアを前記ＰＲＢペアの第１のセットと前記ＰＲＢペアの第２のセットとに
分割することを示す無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを受信することをさらに有
することを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　追加の分散されたｅＣＣＥのそれぞれを形成するために複数のＰＲＢペアからの物理レ
イヤービルディングブロックをアグリゲーションすることによってＰＲＢペアの第３のセ
ットから１つ以上の追加の分散されたｅＣＣＥを形成すること（２０４０）と、
　前記ＰＲＢペアの第３のセットにおける単一のＰＲＢペア内からの物理レイヤービルデ
ィングブロックから追加のローカライズドされたｅＣＣＥのそれぞれが形成されるよう物
理レイヤービルディングブロックをアグリゲーションすることによって前記ＰＲＢペアの
第３のセットから１つ以上の追加のローカライズドされたｅＣＣＥを形成すること（２０
４０）と、
　前記追加の分散されたｅＣＣＥから１つ以上の第３の制御チャネルメッセージの候補を
形成するとともに、前記追加のローカライズドされたｅＣＣＥから１つ以上の第４の制御
チャネルメッセージの候補を形成することと、
　有効な制御チャネルメッセージをサーチするために前記第３および第４の制御チャネル
メッセージの候補のそれぞれをデコードすることと
をさらに有することを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＰＲＢペアの第３のセットにおける分割ポイントを示す無線リソース制御（ＲＲＣ
）シグナリングを受信することをさらに有し、前記分割ポイントは、前記ＰＲＢペアの第
３のセットを、前記追加のローカライズドされたｅＣＣＥを形成するために使用される第
１の部分と、前記追加の分散されたｅＣＣＥを形成するために使用される第２の部分とに
分割するものであることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記分散されたｅＣＣＥから前記第１の制御チャネルメッセージの候補を形成し、前記
ローカライズドされたｅＣＣＥから前記第２の制御チャネルメッセージの候補を形成する
こと（２０５０）は、前記ダウンリンク信号についてのサブフレーム番号と前記ユーザ装
置についての無線ネットワークテンポラリー識別子（ＲＮＴＩ）とにしたがって開始ｅＣ
ＣＥ位置が変化するように、前記拡張制御領域内での前記開始ｅＣＣＥ位置を決定するこ
とと、前記開始ｅＣＣＥ位置に始まるｅＣＣＥからいくつかの制御チャネルメッセージの
候補を形成することとを含む、請求項１ないし５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の制御チャネルメッセージを形成するために使用された順番とは逆方向に番号
付けされたｅＣＣＥをたどることで前記第２の制御チャネルメッセージが形成されるよう
に、前記ローカライズドされたｅＣＣＥのための前記開始ｅＣＣＥ位置と、前記分散され
たｅＣＣＥのための前記開始ｅＣＣＥ位置とは、前記番号付けされたｅＣＣＥの範囲にお
ける両端またはその近くに配置されている、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
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　前記ＰＲＢペアの第１のセットと前記ＰＲＢペアの第２のセットとは別個のものである
ことを特徴とする請求項１ないし７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　無線ネットワークノードによって制御されるセルにおいて複数のユーザ装置にサービス
が提供される無線通信ネットワークにおいて前記無線ネットワークノードで制御情報を送
信するための方法であって、前記方法は、
　物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアの少なくとも２つのセットから構成される拡張制
御領域を有するダウンリンク信号を送信することを有し、各ＰＲＢペアはオーバラップし
ていない物理レイヤービルディングブロックのグループから構成されており、
　さらに、前記方法は、
　分散された拡張制御チャネルエレメント（ｅＣＣＥ）のそれぞれが複数のＰＲＢペアか
らの物理レイヤービルディングブロックをアグリゲーションしたものから構成されており
、ＰＲＢペアの第１のセットにおける分散されたｅＣＣＥに対して１つ以上の第１の制御
チャネルメッセージをマッピングすること（２１１０）と、
　ローカライズドされたｅＣＣＥのそれぞれが単一のＰＲＢペア内からの物理レイヤービ
ルディングブロックをアグリゲーションすることによって構成されており、ＰＲＢペアの
第２のセットにおけるローカライズドされたｅＣＣＥに対して１つ以上の第２の制御チャ
ネルメッセージをマッピングすること（２１２０）と、
　前記ダウンリンク信号のサブフレームにおいて前記第１の制御チャネルメッセージと前
記第２の制御チャネルメッセージとを送信すること（２１４０）と
を有し、
　前記物理レイヤービルディングブロックは拡張リソースエレメントグループ（ｅＲＥＧ
）であり、各ｅＲＥＧは８個または９個のリソースエレメントから構成されており、
　これによって前記ユーザ装置が、前記拡張制御領域内での開始ｅＣＣＥ位置を決定し、
前記開始ｅＣＣＥ位置に始まるｅＣＣＥからいくつかの制御チャネルメッセージの候補を
形成することによって、前記分散されたｅＣＣＥから前記第１の制御チャネルメッセージ
の候補を形成し、前記ローカライズドされたｅＣＣＥから前記第２の制御チャネルメッセ
ージの候補を形成し、前記開始ｅＣＣＥ位置を決定することと、前記いくつかの制御チャ
ネルメッセージの候補を形成することとは、前記分散されたｅＣＣＥと前記ローカライズ
ドされたｅＣＣＥとのそれぞれについて、独立に実行されることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　前記第１および第２の制御チャネルメッセージの少なくともいくつかを前記分散された
ｅＣＣＥと前記ローカライズドされたｅＣＣＥとにマッピングすることは、２つ以上の前
記ローカライズドされたｅＣＣＥまたは２つ以上の前記分散されたｅＣＣＥをアグリゲー
ションしたものに制御チャネルメッセージをマッピングすることを含むことを特徴とする
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＰＲＢペアを前記ＰＲＢペアの第１のセットと前記ＰＲＢペアの第２のセットとに
分割することを示す無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを送信することをさらに有
することを特徴とする請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　複数のＰＲＢペアからの物理レイヤービルディングブロックをアグリゲーションしたも
のから分散された拡張制御チャネルエレメント（ｅＣＣＥ）のそれぞれが構成されており
、ＰＲＢペアの第３のセットにおいて当該分散されたｅＣＣＥに対して１つ以上の第３の
制御チャネルメッセージをマッピングすること（２１３０）と、
　単一のＰＲＢペア内からの物理レイヤービルディングブロックをアグリゲーションした
ものからローカライズドされたｅＣＣＥのそれぞれが構成されており、前記ＰＲＢペアの
第３のセットにおいて当該ローカライズドされたｅＣＣＥに対して１つ以上の第４の制御
チャネルメッセージをマッピングすること（２１３０）と、
　前記第３の制御チャネルメッセージと前記第４の制御チャネルメッセージとを前記ダウ
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ンリンク信号の前記サブフレームで送信することと
を有することを特徴とする請求項９ないし１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＰＲＢペアの第３のセットにおける分割ポイントを示す無線リソース制御（ＲＲＣ
）シグナリングを送信することをさらに有し、前記分割ポイントは、前記ＰＲＢペアの第
３のセットを、前記ローカライズドされたｅＣＣＥに対してマッピングされる制御チャネ
ルメッセージのために使用される第１の部分と、前記分散されたｅＣＣＥに対してマッピ
ングされる制御チャネルメッセージのために使用される第２の部分とに分割するものであ
ることを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＰＲＢペアの第１のセットと前記ＰＲＢペアの第２のセットとは別個のものである
ことを特徴とする請求項９ないし１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　基地局であって、
　各物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアがオーバラップしていない物理レイヤービルデ
ィングブロックのグループから構成されており、前記ＰＲＢペアの少なくとも２つのセッ
トから構成される拡張制御領域を有するダウンリンク信号を送信するように適合した通信
装置（２２２０）と、
　処理回路（２２１０）と
を有し、
　前記処理回路（２２１０）は、請求項９ないし１４のうちいずれか１項に記載された方
法を実行するように適合していることを特徴とする基地局。
【請求項１６】
　ユーザ装置であって、
　各物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアがオーバラップしていない物理レイヤービルデ
ィングブロックのグループから構成されており、前記ＰＲＢペアの少なくとも２つのセッ
トから構成される拡張制御領域を有するダウンリンク信号を受信するように適合した通信
装置（２２２０）と、
　処理回路（２２１０）と
を有し、
　前記処理回路（２２１０）は、請求項１ないし８のうちいずれか１項に記載された方法
を実行するように適合していることを特徴とするユーザ装置。
【請求項１７】
　無線通信ネットワークにおいて動作するよう構成されたユーザ装置におけるプロセッサ
によって実行されるコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータプログラムは、前記プロセッサに請求項１ないし８のいずれか１項に
記載された方法を実行させる、コンピュータプログラム。
【請求項１８】
　無線通信ネットワークにおいて動作するように構成された基地局装置におけるプロセッ
サによって実行されるコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータプログラムは、前記プロセッサに請求項９ないし１４のいずれか１項
に記載された方法を実行させる、コンピュータプログラム。
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